
１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・子どもたちが花を飾る姿から花への思いや愛着を感じ、自然を大切に思う気持ちを育んでほしいと

いう願いを持ちながら、一緒に制作や装飾、花を育てる活動を行った。自分たちで育てる経験を通し

て、育つ喜びや枯れてしまう悲しさを感じ、人や命への思いにもつながっていく姿を大切にしてき

た。

・花をちぎったり枝を折ったりしている友達に対して、「生きているから、とらないであげよう」と

子ども同士で声を掛け合う姿が見られ、植物を命あるものとして捉える気持ちが育っていた。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

園庭には四季折々で花が咲く、外遊びの中で花を摘み、玄関に飾る子どもたちの姿から、花

への興味や思いを感じ、この活動を設定した。

・ドライフラワーと素材を使ったオブジェ作り　

・花を育てる

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・オブジェ作りにむけて、ラメ、透明容器、包装紙、綿、リボン、画用紙、ボンド

・花を育てる為に、プランター、種を準備する。

・ドライフラワーを使い、素材の形や色合いを楽しみながらオブジェ作りを行った。

・種まきから水やり、生長の観察を通して、花を育てる活動に取り組んだ。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等

今回の活動では、子どもたちが自分の好きな形の花を選び、枝の長さを調整したり素材を組み合わせ

たりしながら、思い思いのイメージを形にしていきました。「どのように飾ろうか」「誰にプレゼン

トしようか」と、受け取る人の笑顔や飾る場所を想像しながら、意欲的に制作に取り組む姿が印象的

でした。また、日常的に花を育てる活動を通じて、生命の尊さに気づき、命を大切にする優しい心を

育む素晴らしい機会となりました。
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